先行文献からみた「助産師」を取り巻く動向と今後の課題 (学校法人青森田中学園創立70周年記念号) by 玉熊 和子 et al.
玉熊　和子　　髙橋　佳子　　外　千夏
− 105 −
〔資料〕
先行文献からみた「助産師」を取り巻く動向と
今後の課題
玉熊　和子　　髙橋　佳子　　外　千夏
Ⅰ．はじめに
　2014（平成26）年度厚生労働省は、既存の母
子保健事業に加え、1）産前産後サポート事業（妊
産婦の方の孤立感や育児不安の解消を図るため
の助産師等による専門的な相談援助等）、2）産
後ケア事業（出産直後に休養やケアが必要な産
婦の方に対し、医療機関等の空きベッドの活用
等により、心身のケアや育児サポート等のきめ
細かい支援や休養の機会の提供）1）、など、地
域の実情に応じて妊娠期から育児期までの切れ
目のない支援を展開する「妊娠・出産包括支援
事業」を開始した（2014年はモデル事業）。こ
の事業は、きめ細かい支援の提供等と同時に、
少子化・核家族化・晩産化・出産施設での入院
の短縮化等、現在の妊産婦のおかれた状況の中
顕在化している子育て不安や産後うつ・子ども
虐待などの改善を目指すものである。
　2008（平成20）年に日本初の産後ケアセンター
として、世田谷区と武蔵野大学の共同による「武
蔵野大学附属産後ケアセンター」が開設され、
出産直後から生後4か月未満児を持つ支援の必
要な母子を対象とし、ショートステイ、デイケ
アなど助産師によるケアサービス（母体ケア、
乳房マッサージ、乳児ケアなど）の提供が実
施されている2）。そして、上述した2014年以降
は、全国的に事業が多数展開され、2016（平成
28）年には山梨県と県内全市町村の連携による
産後ケア事業（学校法人富士修紅学院に委託）3）
が開始された。これらの事業の中心は助産師で
あり、様々な問題を抱えた女性や家族にも対応
できる実践能力と、母子や家族への支援体制構
築への関与が求められている。
　表1に、2005（平成17）年度からの主な母子
保健事業4）5）と助産師関連団体6）7）8）9）の事
業一覧を示した。2005年は合計特殊出生率が
1.26であり、過去最低の数値となった。また、
2005（平成17）年度に厚生労働省は「健やか親
子21」の第1次中間評価10）を実施した。当初
の4つの主要課題（61項目）のうち58項目につ
いては、「良くなっている」70.7%、「悪くなっ
ている又は変わらない」22.4%、「目標値からか
け離れている」6.9% であり、主要課題ごとに
必要な見直しが行われた。特に課題2「妊娠・
出産に関する安全性と快適さの確保と不妊への
支援」においては、産婦人科医・助産師の産科
医療を担う人材の確保と適正配置、妊産婦を取
り巻く環境づくり等の推進が求められた。2010
（平成22）年以前は少子化対策として多くの施
策・事業が実施されていたが、2011（平成23）
年以降は、少子化社会対策として、少子化を取
り巻く社会全体も含めての施策・事業展開と
なった。また、2016（平成28）年度には地域で
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暮らす人々を中心とした質の高い効率的な医療
の実現を目指して、診療報酬が改定（厚生労働
省）11）された。この改定により医療・看護の
方向性は「病院完結型から地域完結型」に転換
し、「地域包括ケアシステム推進」のための取
り組みが強化され、地域における母子保健にお
いても同様の取り組みが求められることとなっ
た。
表１　2005年度からの主な母子保健施策・事業と助産師関連団体の事業
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　2012（平成24）年度の日本看護協会による
「助産師の出向システムと助産実習の受け入れ
の可能性等に関する調査」の実施により、助産
師出向が助産実践能力の強化に寄与すること
と、助産師出向のニーズと実現性の示唆につい
て報告12）された。それを受けて厚生労働省は
2013〜2014（平成25〜26）年度に、産科医不
足、助産師の就業先の偏在や助産師としての
キャリアを積み重ねる機会の不足等を解消する
ための方策として、看護職員確保対策特別事
業「助産師出向支援モデル事業」を、1都14県
看護協会に委託し実施した（青森県看護協会は
平成28年度から助産師出向支援導入事業開始）。
2015（平成27）年度には日本看護協会と日本助
産評価機構により、妊産褥婦や新生児に対する
安全で良質なケアの提供、助産師の自己啓発や
専門能力の向上、実践能力の客観的評価を目的
として助産実践能力習熟段階（Clinical Ladder 
of Competencies for Midwifery Practice；
CLoCMiP、以下 CLoCMiP と略す）レベルⅢ
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認証制度が開始された。初年度は5562人、2016
（平成28）年度には5540人が「アドバンス助産
師」として認定され13）、「アドバンス助産師」
の助産師就業者数に占める割合は32.4% となっ
た14）。
　本稿は、「青森県における産前産後ケアシス
テムの構築」（平成28年度青森中央学院大学共
通研究費助成、以下本研究と略す）の研究動機
の一部として論ずるものである。本研究は、青
森県内における「切れ目のない妊産婦・乳幼児
への保健対策」事業の進展と県内の現状に合わ
せた産前産後ケアシステムの構築を図ることを
目的とした研究である。
　本研究が定義する「産前産後ケアシステム」
とは、地域の助産師による妊娠期から産後・育
児期の母子および家族に対する心身のケアや育
児相談等の機会・場を提供することである。筆
者らは「子育てファミリーサポート塾」（2016
年8月〜 2017年３月、青森県助産師会と協同）
と表して妊娠期・育児期の母子および家族を対
象とした子育て教室等を1回 / 月の割合で開催
した。本研究においては、今後「産後ケア事業」
をも含めた「産前産後ケアシステム」の構築に
向けて検討を進めている。
　そこで、本研究を進めるにあたり、助産師が
中心となり展開することが期待されている「産
前産後ケアサポート事業」「産後ケア事業」が、
助産師の多様な活動の中でどのような位置づけ
にあるのか、それに向けて今後の課題は何かを
見出すために、「助産師」「産前産後ケアシステ
ム」に関連した先行文献を検索し検討する。
Ⅱ．目的
　「助産師」「産前産後ケアシステム」に関連し
た先行文献の検索から、「助産師」を取り巻く動
向と「産前産後ケアサポート事業」「産後ケア事
業」の位置づけと今後の課題について検討する。
Ⅲ．方法
１．「助産師」関連研究の文献検索
　先行文献より、「助産師」関連研究の動向を
把握する。検索データベース「医学中央雑誌」
Web 版（以下、医中誌データベースとする）
を用いて、2005年〜 2015年までの11年間にお
ける「助産師」をキーワードとした文献（原著
論文）を検索した。検索期間は、合計特殊出生
率が過去最低値であったこと、「健やか親子21」
第1回中間評価において今後の母子保健対策事
業および助産師の役割において新たな課題が見
いだされたことから、2005年からとした。検索
された中から、外国の事例、看護（職）管理、
看護職キャリア、臨床検査診断症例に関する研
究を除外して抽出し、発行年毎に原著論文数、
研究デザイン、メジャー・シソーラス1 （出現
総数、各メジャー・シソーラス出現数）を記述
統計として整理した。
２．「産前産後ケアシステム」関連研究の文献
検索
　上記の医中誌データベース検索を用いて、
2005年〜 2015年までの11年間における「産前
産後ケアシステム」の関連研究を検索した。検
索語は「産前ケア」「産後ケア」「産前産後ケア
事業」「産後ケア事業」とした。「産後ケア」に
ついては、検索された文献を島田15）による「産
1　「シソーラス」とはデータベース検索の用語であり、
各文献に出現する類似の言葉を一つの言葉に置き換
えて表現する用語である。例えば、「産前産後ケア」
は「周産期管理」、「産後ケア」は「産後管理」に含ま
れて検出される。医中誌 web 版では、自動マッピン
グ機能により、キーワードや単語を入力すると、該
当するシソーラスを選択し置き換えて検索する。「メ
ジャー・シソーラス」とは、特に重要なシソーラスを
意味する。よって、用いられた「メジャー・シソーラ
ス」により研究内容がおよそ理解できる。
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後ケア」の定義2に基づき分類した。
Ⅳ．結果
１．「助産師」関連研究の検索
　方法1の結果478件が検索され、そのうち抽
出条件に適合したものは409件（文末に一覧掲
載）であり、表2に文献概要の一覧を示した。
主な掲載紙は、各大学紀要、助産学・母性看護
関連学会誌（日本助産学会、日本母性衛生学会、
日本看護学会等）であった。
1）論文数
　原著論文の論文数を見ると、2005年は39件、
2010年は42件、2015年は40件であり、2012年を
除いては約40件 / 年で推移していた。
2）研究デザイン
　研究デザインを「量的研究」「質的研究」で
分類した。2005年から2007年は「量的研究」「質
的研究」の比率は約2対1で「量的研究」件数が
多かった。それ以降は「質的研究」件数が増加
し、2008年は17件（計30件中）、2010年22件（計
42件中）、2015年19件（計40件中）であった。
　また、「量的研究」の中には、2006年・2010
年には準ランダム化比較試験研究が1件ずつ、
2015年にはランダム化比較試験研究が1件あっ
た。「質的研究」を見ると、2005年は10件中3件、
2010年は22件中18件、2015年は19件中12件と半
構成的面接法を用いる研究が増加していた。
３）メジャー・シソーラス
　「メジャー・シソーラス」を見てみると、研
究1件につきメジャー・シソーラス数は1〜7
個であった。各年で種類総数を見ると、2005年
は47個、2010年79個、2011年以降は約60〜70個
で推移していた。2005年から2015年において、
毎年共通して複数出現していたのは「助産師」
「助産学」「産科看護」「分娩」「分娩介助」であっ
た。「母乳栄養」は毎年出現していたが、その
年によっては「乳房」「乳汁分泌障害（看護）」
（2006年）、「乳房うっ積（看護）」「亀裂（皮膚）
（看護）」（2009年）、「授乳」（2012年）として認
められた。
4）特徴的なメジャー・シソーラス
　各年での特徴を見ると、2005年は「新生児疾
患」「脳性麻痺」「神経管閉鎖不全（予防）」な
ど疾患に関する研究がある一方、「胎児死亡」「死
別」「グリーフケア」が出現していた。2007年
には、「看護教育」「臨床・臨地実習」が複数件
出現しており、さらに「看護教育研究」「看護
生涯教育」「教育手法」など教育に関する研究
が認められた。2010年には「うつ病 - 分娩後（予
防）」「生殖補助技術」「望まない妊娠」が出現
していた。2011年には「院内助産システム」「被
虐待女性」「アロマテラピー（看護）」、2012年
には「児童虐待（予防）」「配偶者虐待（予防）」、
「出生前診断」が出現していた。2013年には、
「不妊症（治療・看護・予後）」「新生児蘇生法」、
2014年には「医療事故防止」「費用効果分析」、
2015年には「帝王切開後経腟分娩」「子宮収縮
剤（治療的利用）」が出現していた。
５）本研究キーワードの属するシソーラス
　前頁の脚注に記載したように「産後ケア」は
「産後管理」、「産前産後ケア」は「周産期管理」
に含まれて検出された。「産前ケア」「産前産後
ケア事業」「産後ケア事業」は特定のシソーラ
スには含まれていなかった。
2　産後ケア：島田（2016）は安全に質の高い産後ケア
事業を全国に推進していくことを考慮し「産後ケア」
を以下のように定義した。「分娩施設退院後から最大
産後4か月の間に、病院・診療所または助産院、産後
ケアセンター、あるいは利用者の自宅で、助産師をは
じめとする看護職者が、産後の母児とその家族に対
し、母親の心身の回復を促進し、母親が自立して育児
ができるようになることを目的に、母親の身体的な回
復を配慮したケアを実施しながら、授乳がうまくでき
るための具体的支援をし、児の状況に応じた育児指導
を行う。さらに、バースレビューなどの心理的ケアや
夫、上の子、身近な支援者との関係調整を行う。加え
て、地域で育児をしていく際に必要な関係諸機関との
連絡、必要な社会資源の紹介なども行う一連の支援で
ある」
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２．「産前産後ケアシステム」関連研究の検索
1）論文数
　原著論文の論文数を見ると、「産前ケア」は
５件（全５件中）、「産後ケア」は493件（1,142
件中）であった。また、「産前産後ケア事業」
は0件（会議録のみ３件）、「産後ケア事業」は
５件（全23件中）であった。「産前産後ケア事業」
については、検索期間に絞り込み制限を加えな
くても検出数は0件であった。
2）「産前ケア」「産後ケア」の先行文献
　検出された「産前ケア」の文献は、合併症を
持つ妊婦の看護に関する研究1件と海外におけ
る研究活動4件（除外対象）であった。
　「産後ケア」を検索語とした先行文献は1995
年から検出16）され、2005年〜 2015年の原著論
文数は493件であり、島田17）の「産後ケア」の
定義に基づき抽出した結果44件であった。尚、
検出された44件の分析については次稿にて報告
することとする。
３）「産後ケア事業」の先行文献
　「産後ケア事業」の原著論文５件の一覧（表
3）を見ると、文献1〜３と文献５は同一の産
後ケア施設での研究内容であった。これらは、
事業評価に関して３件、産後ケアが母親のコン
フォートに及ぼす影響について1件であった。
対象は、いずれも産後ケア施設利用者であり、
研究デザインは4件全てが量的研究（質問紙調
査）であった。
　文献1からは、全体的な育児、授乳指導や乳
房ケアへの期待が大きく、産後早期に支援を提
供しても、1割弱は自己肯定感が持てず、継続
支援が必要であることが報告されていた。文献
2によると、利用者の受けたサービスは「育児
技術指導」「授乳指導」「身体的援助」「精神的
援助」「情報的援助」であり、利用した感想は、
「良かった」と回答した人が93% であった。文
献３によると、後期（産後60日以降）利用者で
は具体的育児技術指導とともに、母親に対する
精神的な援助（助産師による24時間ケア、カウ
ンセリング）が必要とされた。文献5によると、
産後ケアは産褥早期・夫以外に身近な協力者が
いない母親にとっては、助産師のケアを受ける
ことによりコンフォートが高められ効果的であ
ると報告されていた。
　その他、文献4は、産後4カ月までの育児サ
ポート状況を明確化し、Ａ県Ｂ病院の産後ケア
入院の課題について考察したものであった。
no. 著者 / タイトル 書誌名 目的 対象 研究デザイン
1
富田素子他（2010）
産後ケア事業の評価、
利用者のアンケート調
査から
東京都福祉保健医療
学会誌平成21年度受
賞演題論文集、
ｐ56-68
産後ケア事業の評価 産後ケア委託事業
利用者103名
量的研究
（質問紙調査）
2
小松崎愛美他（2014a）
産後ケア事業の評価武
蔵野大学付属産後ケア
センター桜新町利用者
アンケートから
武蔵野大学看護学部
紀要 5：59-68
産後ケア事業の評価 平 成20年7月 〜 12
月に出産しセンタ
ーを利用した190
名
量的研究
（質問紙調査）
3
小松崎愛美他（2014b）
産後ケア事業の評価利
用時期別のケアニーズ
武蔵野大学看護学部
紀要 8：63-68
事業評価の一環とし
て、利用の必要性が高
い対象者、効果的な利
用時期、効果的なケア
を明らかにすること
Ａ産後ケアセンタ
ーを初回利用する
者241名
量的研究
（質問紙調査）
表３　「産後ケア事業」に関する先行研究の概要
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Ⅴ．考察・まとめ
　2015（平成27）年「少子化社会対策大綱」は
少子化社会対策基本法に基づき、総合的かつ長
期的な少子化に対処するための施策の指針とし
て閣議決定された。その中の基本的な考え方の
一つとして、「結婚・妊娠・出産、子育ての各
段階に応じた切れ目のない取組」と「社会全体
の取組」が両輪となり、きめ細かな対応が必要
である18）と記載されており、助産師にもそれ
らに対応した役割が求められている。
　よって、今回、「助産師」「産前産後ケアシス
テム」に関連した先行文献から明らかになった
ことを踏まえて、助産師を取り巻く動向と「産
前産後ケアサポート事業」「産後ケア事業」の
位置づけ、今後の課題について考察する。
１．先行文献からみた助産師を取り巻く動向
　「助産師」をキーワードとする先行文献を概
観すると、原著論文は478件、平均約40件 / 年
となっており、過去11年間でほぼ同じ件数で推
移していた。メジャー・シソーラスの数・種類
が変化していることからは、助産師の活動範囲・
役割が拡大してきたことが研究内容からも推察
された。
　研究デザインを「量的研究」と「質的研究」
に分けて比較したところ、2005年ではその比率
は2対1であったが、2008年から半構成的面接
法を用いた研究が増え始め、2015年には約1/2
ずつの割合となっていた。このことから、多様
なニーズを持つ妊産婦に対して、標準的なケア
の提供にとどまらず、心の動きや行動選択のプ
ロセスなどを尊重した個別性のあるケアが実践
されてきていることが推察される。
　メジャー・シソーラス種類総数からは、2005
年47件、2010年79件、2015年66件と増加し、助
産師の活動・役割の範囲が拡大されてきたこと
が推察される。シソーラスとは、出現する類似
の言葉を一つの言葉に置き換えて表現する用語
（統制語）である19）。メジャー・シソーラスか
ら研究内容を見てみると、2005年は助産師の専
門性とするところの助産ケアに関する内容が多
くみられた。2007年以降は助産（師）教育に関
する内容が増加したことから、看護系大学助産
師課程・助産師養成校（大学・専攻科）の増加
やそれに伴う定員の増加、カリキュラム改正に
関連があると推測できる。また、母乳哺育推進
の全国的な動きに合わせて、母乳栄養に関する
内容は継続して見られたと考える。2009年には
性教育、2010年には産後うつ病、2013年には院
内助産システム、2014年には医療安全に関する
内容が見られるなど、助産師の対象者のニーズ、
実践の場や機会が増えたことが推察される。さ
らに、「院内助産システム」に関して言及すると、
「院内助産システム」とはいわゆる「院内助産
所（院）」として病院施設内で正常な妊産婦を
対象にケアを展開している部署を指す言葉であ
4
出石万希子他（2014）
Ｂ病院の産後ケア入院
の課題についての考察
−産後4カ月までの母
親の育児サポート状況
の調査結果から
聖泉看護学研究3巻、
ｐ67-73
産後4カ月までの育児
サポート状況を明確化
し、Ａ県Ｂ病院の産後
ケア入院の課題につい
て考察すること
産後4カ月から1
年未満の母親37名
量的研究
（質問紙調査）
5
北田ひろ代（2015）
産後ケア施設における
ケアが母親のコンフォ
ートに及ぼす影響
母性衛生、56（1）：
66-76
夜間ケアを行っている
産後ケア施設のケア
が、母親のコンフォー
トに及ぼす影響につい
て検討する
Ａ産後施設におい
て、「ショートス
テイ」を受けた母
親105名
量的研究
（質問紙調査）
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る。それが、検索データベース上の統制語とし
て扱われるようになったということは、その言
葉の持つ意味・存在が社会的に影響を及ぼした
り、認知されたことを示していると考える。そ
れを考慮すると、「産前産後サポート事業」「産
後ケア事業」の検索語にシソーラスとして扱わ
れているものはなく、今後の研究報告の増加に
期待するところである。
　以上、「助産師」関連の先行文献から、助産
師は社会の変化に対応して実践の場や役割が増
えた上に、妊産婦への個別性を捉えたケアの実
践が必要とされており、求められている役割が
量・質ともに重要であることが示唆された。し
かし、そのように活動範囲が拡大されているに
もかかわらず、原著論文としての公表数に変動
がないことは、「助産師」の専門性の認知や社
会的な役割・活動の周知に影響を及ぼしている
可能性も危惧される。それらのことから、妊産
婦の多様なニーズに対応し、助産師の実践力を
向上させるためにも、一つ一つのケアや日々の
実践を分析して、その成果を根拠として示して
いくことが必要である。
２．「産前産後ケアシステム」構築に向けて今
後の課題
　従来、「産後ケア」は定義づけされることなく、
褥婦や産後の母親への一般的なケアとして通用
されていた。そのため、病院や地域などの場で、
対象となる方々のニーズに応えるべく様々な
ケアが提供されるという状況であった。このよ
うに「産後ケア」が標準化されていない状況を
受けて、島田20）により初めて「産後ケア」の
定義づけがなされた。今回、「産後ケア」で検
索された文献は原著論文では493件であったが、
上記の定義に基づいた結果抽出された件数が少
なかったのは、このような背景によるものと推
察される。
　また、「産後ケア」の先行文献として検索さ
れた1995（平成7）年の報告21）は、同年に市
町村における母子保健事業の一環として制度化
された「産後ケア事業」の推進について述べた
ものであった。この事業は、対象・利用期間・
保健指導内容等が実施要項により示されてお
り、市町村が助産所に委託して行われた選択事
業22）であった。しかし、一般化されることな
く経過し、2014（平成26）年に新たに既存の「産
後ケア事業」の内容を含めた「妊娠・出産包括
支援事業」として実施されることとなった。「産
後ケア事業」についての報告数が少なく、同一
施設からの報告に限定されていたのは、このよ
うな経緯が理由と考えられる。
　2015（平成27）年、日本助産師会は平成27年
度子ども・子育て支援推進調査研究事業「より
効果的な妊娠出産包括事業としての産後ケアの
あり方に関する研究」23）結果について報告し、
2016（平成28）年度には「産後ケアガイドラ
イン（案）」作成のための調査研究が国庫補助
事業24）として採択されたばかりである。今後、
活発に検討されることが期待される。
　一方、「産前ケア」については、当該事業の
期待する「産前産後ケアサポート事業」につい
て論じられた文献は皆無であった。よって、今
後は安全で質の高い「産後ケア事業」が求める
「産後ケア」と合わせて、「産前ケア」について
も検討・実践・評価が必要である。
Ⅵ．おわりに
　本研究は、「青森県における産前産後ケアシ
ステムの構築」（平成28年度青森中央学院大学
共通研究費助成）の研究動機の一部として論じ
るために、先行文献の検索から「助産師」を取
り巻く動向と「産前産後ケアシステム」の今後
の課題について検討した。その結果、助産実践
力の向上、より良い助産ケア提供者として、日々
の実践を評価して公表していくことの必要性が
明らかになった。今後は「産前ケア」「産後ケア」
の検討結果と現在調査中の結果を踏まえて、地
域の実情に合った「産前産後ケアシステム」を
検討していくことが課題である。
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